
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４０７ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典探究 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高等学校 標準 古典探究（第一学習社） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１．我が国の言語文化について理解を深め、「読む能力」を向上させる取り組みを行います。 

２．言葉の価値を認識し、「書く能力」を身に付ける取り組みを行います。 

３．課題に対して、自ら考え、周りの人の意見を聞いて学びを深める活動を行います。 

 

２ 学習の到達目標 

１．生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、古典などを読むことを通

して我が国の言語文化に対する理解を深める。（知識及び技能） 

２．古典作品などを読むことで、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的に考

える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりするこ

とができるようにする。（思考力・判断力・表現力） 

３．言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、言葉を通

して他者や社会にかかわろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・生涯にわたる社会生活に必
要な国語の知識や技能を身に
つけ、適切に使っている。 

・「読むこと」の各領域において、社
会生活における他者との関わりの中
で、伝え合う力を高め、自分の考えを
広げたり深めたりしている。  

・言葉を通じて積極的に他者と
関わったり、思いや考えを深め
たりしながら、言葉のもつ価値
への認識を深めようとしてい
る。 
・言葉を効果的に使おうとして
いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物語 
ａ： 古典の世界に親しむため
に、古典特有の表現や和歌など
について理解することができる。 
ｂ[読]：文章の内容や構成、展開
などを的確に捉え、当時の文化
や心情について解釈を深めるこ
とができる。 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 
伊勢物語 
初冠 第一段 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （        ）時間 

  ・書くこと      …  （        ）時間 

  ・読むこと      …  （   ７０   ）時間 

ｃ： 積極的に古典の理解を深め
ようとしているとともに、自分の思
いが伝わるように工夫をしようとし
ている。 

随筆 
ａ： 積極的に古典の理解を深め
ようとしているとともに、自分の思
いが伝わるように工夫をしようとし
ている。 
ｂ[読]： 文章の内容や構成、展
開などを的確に捉え、当時の文
化や人々の考えについて解釈を
深めることができる。 
ｃ： 積極的に古典の理解を深め
ようとしているとともに、自分の思
いが伝わるように工夫をしようとし
ている。 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 
徒然草 

２
学
期 

随筆 
ａ： 文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などを的確に捉
え、解釈を深めることができる。 
ｂ[読]： 内容を理解し、現代と比較
しながら自分なりの考えを表現す
ることができる。 
ｃ： 積極的に古典の理解を深め
ようとしているとともに、自分の思
いが伝わるように工夫をしようとし
ている。 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 
枕草子 すさまじきもの 

漢文 
ａ： 漢文の世界に親しむため
に、必要な訓読の決まり、特有の
表現などについて理解すること 
ができる。 
ｂ[読]： 故事成語について、その
意味や解釈、成立した背景や文
化を理解することができる。 
ｃ積極的に漢文への理解を深め
ようとしている。 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 
［教材］ 
故事成語 

３
学
期 

漢詩 
ａ： 日本と中国の漢詩の世界に
親しむために、必要な訓読の決
まり、特有の表現や構成などに
ついて理解すること ができる。 
ｂ[読]： 漢詩の表現や技法への理
解を深め、古代の人々の思いを通
して考えを広げることができる。 
ｃ： 積極的に漢詩への理解を深
めようとしている。 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシー

ト 

ノート 

定期考査 

ワークシート 

ノート 

［教材］ 
中国の詩 鹿柴 
日本の詩 不出門 


